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1．はじめに
本稿の目的は，アクティブラーニングのための思考
トレーニングのひとつとして，「創造的な思考と関係
性を生み出すブレインストーミング」の手法につい
て，筆者らの教育経験にもとづいて紹介していくこと
にある 1）。創造的とは「新しいものを生み出す力があ
ること」をいう。新商品の開発やビジネスプランの策
定，地域の活性化など，社会・経済的課題を解決する
ための新しいアイデアや方策が求められるような状況
では，一般的に創造的な思考方法による解の導出が期
待される。そうした際に，ひとりで思考にふけるので
はなく，何人かでグループをつくり，メンバー間のコ
ミュニケーションをとおしてアイデア導出を図るのが
ブレインストーミングである。こうした集団的な発想
法は，人と人との相互作用（関係性）から知が創出さ
れることに意義なり価値が見出され，様々な場面で活
用されている。もちろん，集団よりも個人で取り組む
方が効率的だとする見解も他方ではあるが，目的や課
題，メンバー構成などに応じたアレンジなり使い分け
をすることで，それぞれの手法を有効活用できるだろ
う。
ブレインストーミングは，参加メンバーの「創造性
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――創造的な態度や思考，問題解決能力――」を育む
機会をもたらすだけでなく，グループ内に「創造的な
関係性――新しいものを生み出す力を備えた人々のつ
ながり方――」をもつくり出す 2）。意見（アイデア）
交換によって各メンバーの姿勢や考え方が変わった
り，議論の展開によってグループの雰囲気が沈滞した
り活性化したりすることで，結果的にグループ内の関
係性までもが変わったりすることは日常的にある。ブ
レインストーミングは集団的な活動であるが故に，同
じメンバーが何度も継続的に知的経験を共有していく
と，グループとしての仲間意識や一体感が芽生えたり
結束力が強化されたりする。結果，新しいアイデアの
創出や自由な意見交換が行われやすい環境が醸成され
てくる。
したがって，本稿でいう「創造的な思考と関係性を
生み出すブレインストーミング」とは，「新規アイデ
アを創出（Create）するための知的ツール」としての
側面だけでなく，様々なことばをとおして「自らの考
えや物事を表現する手段」であったり，メンバー間の
「コミュニケーション（相互作用）を円滑に図るため
の手段」であったり，「新たな知を創出するための関
係性をつくり出す（Activate,	Recreate,	Revitalize）手
段」としてのブレインストーミングの役割も包括した
定義となっている 3）。こうした考えのもと，大学教育
の場でブレインストーミングを実践した成果について
紹介していくのが本稿の主旨である。
創造的思考と関係性を生み出すためのブレインス
トーミングがなぜ必要なのか。一部の大学生の実態を
考えてみると，その意義は明らかになる。何を見ても
「カワイイ！」しか言わない学生。「先生，テスト…」
などと，単語でしかものを言わない学生。90 分の講
義を聞いて 2-3 行の感想文しか書けない学生。意見を
求めても表面的でありきたりのコメントしかできない
学生。彼らは，大教室で黙って講義を聞いているだけ
で，様々な社会・経済現象を詳細に記述し，レポート
やプレゼンテーションなどで筋道立てて現象を説明
し，課題解決に至る創造的なアイデアを提示したりす
るだけの能力を身につけることができるだろうか。物
事の表現手段やコミュニケーション手段を学び，仲間
との「知を創出する関係性」を育んでいかなければ，
様々な社会・経済的課題に対して創造的に取り組む姿
勢が醸成されないのは自明だろう。
また最近では，大学教育におけるアクティブラーニ
ングの効用が議論されている。アクティブラーニング
とは，座学による講義と正反対の学生による能動的学
修であり，プレゼンテーション，ディベイト，ディス
カッション，そしてブレインストーミング等を活用し
た教育手法である。魅力的な教育手法ではあるが，上
記のような現況において拙速な導入を試みることの困
難性は予想できるし，以下で実例を示すように，能動
的学修を実現するためには相当程度の準備と手間が必
要であることが明らかとなった。
こうした問題意識のもと，本稿ではアクティブラー
ニングのための思考トレーニングのひとつとして，
「創造的思考を生み出すための実践的なブレインス
トーミング」の手法を紹介していく。これらの手法
は，「KJ 法 4）」や「NM 法 5）」，「フィンランド・メ
ソッド 6）」「スタンフォード白熱教室 7）」といったブ
レインストーミングに関する先行研究をベースにして
いる。ただし，日本の文化や教育制度のもとで育って
きた大学生を対象とした場合，海外の先行研究をその
まま利用してもうまく機能しないことが往々にしてあ
る。「他者と違う」ことを個性的と尊び，子どもの頃
から自分の意見をもって人と議論する教育を受けてき
た若者と，「みんなと同じ（同質的）」であることをよ
しとし，他者と議論をする教育機会の乏しい若者とで
は思考の仕方も異なるであろう。したがって，本稿で
紹介する手法は，日本の「平均的な大学生たち」の生
活背景に配慮してアレンジしたものになっている。
本稿で紹介する手法は，あくまでも我々の教育経験
にもとづいて改良を重ねてきたものなので，一般的で
アカデミックな観点から裏付けられた手法かどうかは
担保しかねる。それ故に，他の様々な教育現場やビジ
ネスなどの実践の場で活用してもらうことで，改良と
批判に耐えながら一般的なアプローチへと高められて
いくことを期待している。そのためのインストラク
ション・マニュアルとして活用できるよう，各手法に
ついての手順，目的，応用方法を示し，できるだけ多
くの写真を用いて具体的に解説するよう努めている。
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2．ブレインストーミングの概要
ブレインストーミングの提唱者である Alexander	
Faickney	Osborn によれば，「ブレインストームとは
少人数の人々が 1 時間ほどクリエイティヴなイマジ
ネーションを働かせるためにのみ行う会議の一種――
特定の問題についてアイデアを出し合うもの」とされ
ている 8）。そして，それは以下の 4 原則に則って進め
られる 9）。
①　批判の先延ばし…提案されたアイデア（意見）
は，その場で良否を判断するのではなく最後まで
控えておく。自分自身のアイデアに対しても批判
は控える
②　自由な発言を歓迎する…メンバーが提案するア
イデアは自由奔放であればあるほどよい
③　できるだけ多くのアイデアを出す…質より量
で，提案されるアイデアの数が多ければ多いほ
ど，よいアイデアが増える可能性が高くなる
④　アイデア同士を結びつけてさらによいアイデア
を生成する…メンバーは自身のアイデアを提案す
るだけなく，他人のアイデアをもっとよいものに
変えるにはどうしたらよいか，また 2-3 のアイデ
アを別のアイデアにまとめるにはどうしたらよい
かを考える
ブレインストーミングでは，最初から結論やまとめ
の意見を出そうとはせず，ひとりずつ自由に意見を出
していくようにする。ひとつのアイデアは 1 枚の付箋
紙に記入し，模造紙などに貼り付けていく（ホワイト
ボードに記入してまとめる場合もある）。テーマや課
題に取り組む初期段階では自由なアイデア創出が優先
され，グループ全体の考えをまとめたり発展させたり
する段階になったら，各メンバーのアイデアを全員で
検討しながら統合していく。まとめられた最終的なア
イデアはグループごとに発表する。具体的な手順は下
記の通りである。
①　参加メンバー全員を少人数のグループに分ける
（写真 1）
②　進行役を決める
③　テーマに関する意見を各自が自由に付箋紙に書
いていく（1 枚につき 1 案を記入，何枚でもよ
い）
④　ひとりずつ順に付箋紙に書かれた自分の意見を
説明し，模造紙やホワイトボードなどに貼り付け
ていく（写真 2）
⑤　同じような意見や重なるアイデアが出た場合は
付箋紙を重ねるか隣に並べるなどして「似たもの
同士」はまとめ，離れた意見は遠くに貼り付けて
いきながら意見を出していく（写真 3）
⑥　マジックなどで類似した意見や相対する意見な
どを囲って整理し，その結果をグループで検討す
る（写真 4）
⑦　グループ内で検討した結果を発表し，各グルー
プの結論について参加メンバー全体で検討する
次章では，この手法をベースにして，「思考の表現
手段」，「コミュニケーション手段」，「関係からの知の
創出」という点からアレンジしたブレインストーミン
グの手法を紹介していく。
写真1：グループでの取り組み風景 写真2：自由に意見を出していく過程
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3．	 創造的な思考と関係性を生み出すブレインス
トーミングの手法
ここでは，創造的な思考と関係性を生み出すブレイ
ンストーミングの手法について順を追って紹介してい
く。はじめに，参加メンバーが自由に意見を出せるよ
うな雰囲気をつくるためのアイスブレイキング・ゲー
ム（Icebreaking	Game）の手法を説明する。次に，
コミュニケーションを円滑に図りながらアイデアを生
み出すためブレインストーミング，メンバーとの関係
性からアイデアを生み出すためのブレインストーミン
グへと話を進めていく。
なお，以下で紹介する＜手順＞には，それぞれのブ
レインストーミングの所要時間を付記しているが，こ
れは 4 グループ（1 グループ 4－5 名で構成）で行っ
た場合のおおよその時間（作業の説明からブレインス
トーミングの実施と発表まで）を目安としている。し
たがって，参加者数やグループ数の増減によって，ま
た各グループのプレゼン時間によっても時間数が増減
することに留意して頂きたい。
3-1．	アイスブレイキング：自己表現としてのブレイ
ンストーミング
ブレインストーミングのようなグループワークを行
う上では，参加メンバーがある程度打ち解けて，自由
に意見交換ができるような雰囲気づくりがまず必要に
なる。一般的な自己紹介は，名前や所属，趣味や出身
地などを簡単に話すだけで，お互いのことはよくわか
らないし，親近感を抱くには時間がかかるだろう。そ
こで，メンバー間の心理的な距離を短時間でできるだ
け縮めるための手法として，ブレインストーミングを
活用した IE 法（Icebreaking	 for	Empatyh）を紹介す
る。
（1）IE 法 -01
＜手順＞（所要時間：50-60 分）
①　参加メンバーひとりに 10 枚ずつ付箋紙（約
5 × 5cm サイズ）を配布する
②　1 枚目には自分の名前（ふりがな）をマジック
で記入してもらい，胸の中心か上部に貼り付け
る。2 枚目以降は自分の特徴（出身，趣味，特
技，性格，将来の夢など）を 1 枚の付箋紙にひと
つずつ記入してもらい，それを胸や腕など体のわ
かりやすい位置にすべて貼り付けていく（写真
5）
③　全員が教室内にバラバラに立ち，歩き回りなが
ら自分と「似た者同士」を探してもらう。例え
ば，「出身地が同じ地方である」「趣味や好みが似
ている（甘党や麺類好きといった食べものや，
ロックやポップスといった音楽ジャンル，スポー
ツのジャンル…）」など，共通する特徴を「ひと
つだけ」見つけ出しながら仲間を探していく（写
真 6）
④　似た者同士が 4～5 人集まったら，早く集まる
ことができた者からひとつのグループになって固
まる。最後に数人ほどあぶれたメンバーが出た場
合は，その人たちだけでひとつのグループをつく
る
写真3：似たもの同士をまとめる 写真4：似たような意見のグルーピング
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⑤　各グループは，自分たちの特徴が書かれた付箋
紙を体からはがし，それらを模造紙にすべて貼り
付けていく。そのとき，各自の付箋紙（特徴）は
「似たもの同士」で新しくグループ分けし，それ
ぞれのグループをマジックで囲いタイトルをつけ
る（写真 7）。このとき，どこのグループにも属
さないような付箋紙（特徴）があった場合は，無
理にどこかのグループに組み込むようなことはせ
ず，「はずれた意見」として一旦は模造紙の端の
方に貼り付けておく。付箋紙をグルーピングする
際には，「出身地」「果物」「音楽」「乗り物」と
いった一般的な枠組みでグルーピングをする一方
で，先に出た「はずれの意見」を取り込んだりし
ながら，できるだけ「奇抜な（amazing；意外性
や驚きのある）」グルーピングをしていくことが
望ましい（写真 8）
⑥　似たもの同士のグループがいくつか出来上が
り，すべての付箋紙を整理できたら，それらのグ
ループ全体に共通するようなタイトル，即ちより
一般化・抽象化されたもうひとつの共通点を見つ
け，それを「自分たちのグループ名」として模造
紙の上部に書き込む。ここでのグループ名は，③
で仲間集めをしたときの「共通の特徴」とは異な
る新たな名称をつける。そしてそれは，できるだ
け「奇抜なもの」が望ましい（写真 9）
⑦　グループ結成のプロセスと理由，グループ名の
由来などについて各グループが発表する（写真
10）
＜目的＞
このブレインストーミングの目的は以下の 5 点にあ
る。第 1 の目的は「物事を表現する」ためのブレイン
ストーミングとして，まずは「自分」という最も身近
写真5：自分の特徴を書いた付箋紙を貼る
写真7：似たもの同士のグループピング
写真6：似たもの同士を探す
写真8：奇抜（amazing）なグルーピング
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な話題を取り上げ，自分自身の個性や特徴について考
え，「自分を表現するためのことば」を探し出すこと
にある。②のプロセスでは，自分の趣味や好み，性
格，生活体験など，「自分自身を語れることば」をど
れだけたくさん見つけ出せるかが重要になる。自分を
表現することばを多くもたない学生の場合に，この作
業だけで 15-20 分ほどかかることもある。その場合，
教師は「アルバイトは何をしているの？」「よく行く
お店はどこ？」「好きな服やブランドは？」などと，
いろいろなヒントを出しながら学生が自分自身で 10
枚の付箋紙を書き上げるまで我慢強く待つしかない。
しかし，このブレインストーミングを数回も練習すれ
ば 5 分程度でスラスラと書けるようになるので，回を
重ねれば問題はない。慣れてくれば自分の特徴だけで
なく，「大学生の間にやりたいこと」「最近，感動した
こと」「一番の思い出」「将来の夢」「あなたを動物
（植物，乗り物，家電品など）に譬えると何になりま
すか？」といった，少し考えさせるような設問を与え
ることで，思考を広げるように仕向けることもでき
る。また，こうした質問の方が仲間探しをする③のプ
ロセスで会話が弾むことがある。
もうひとつの目的は，③の仲間探しをする段階で
「物事を一般化・抽象化する」作業を経験することに
ある。このプロセスでは，一部の学生たちは自分と全
く同じ趣味や同じ出身地の仲間を探そうとするが，そ
のようなメンバーが 4-5 人も集まるようなことは滅多
にないので，なかなかグループが結成されない。そこ
で，東京や横浜の人は関東出身として，アイスクリー
ムやケーキが好きな人は甘党，スキーやトレッキング
はアウトドア系…，といった括りで仲間を見つけるよ
う指示すると，学生たちはメンバー個々の特徴をより
一般的・抽象的なレベルでグルーピングするための発
想をするようになる。
第 3 に，参加メンバーひとりひとりが考え，意見を
出し合うことで，自己表現とコミュニケーションのブ
レインストーミングを学習する目的がある。③④の仲
間探しのプロセスでは，自らが積極的に行動して仲間
を探し，「同じような趣味や好みだから一緒のグルー
プにならない？」と，同じグループになれそうな相手
に意思表示（意見交換）をしなければならない。そし
て，2 人，3 人と仲間を募っていくなかでは，メン
バーを 4 人にするか 5 人にするか，どこの共通点まで
でグループを線引きするか（フルーツ好きを甘党の仲
間として括るか野菜好きに入れるのか，アウトドア派
写真9：グループ名の作成 写真10：グループについての発表
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を海と山に分けるか…）など，他のメンバーと相談し
ながらグループを確定するための合意形成（意思決
定）をしていかなければならない。このとき，「やっ
ぱり何か違う」と思って他のグループに移る者もいれ
ば，より一般的・抽象的なレベルでグルーピングを図
ることでうまく仲間を集める者もいるし，何も提案が
できないままただ立っているだけの者が出てくること
もあるが，多少時間がかかっても学生たちのペースで
進めるようにする。例えば「フルーツ好きはどのグ
ループに入れたらいいですか？」と聞かれても，自分
たちで考えて決めるように伝えるだけで，教師からの
アドバイスは最低限に留めるようにする。うまくグ
ループに入れない者がいても，最後はあぶれた者同士
でグループをつくるので，さほど深刻に捉える必要は
ない。むしろ，グルーピングを行う過程で，自分たち
なりにあれこれ考えながら意見を出し合い，メンバー
とのコミュニケーションを図ながら合意を形成し，ひ
とつのグループをつくっていくところに意義がある。
第 4 に，アイデアのグルーピングとタイトル付けの
作業をとおして，コミュニケーションをとおした知
（アイデア）の創出方法としてのブレインストーミン
グを習得するという目的がある。⑤⑥のプロセスで
は，自分たちの特徴を記した付箋紙をメンバー同士で
相談しながらグルーピングし，タイトルをつけ，さら
にその小グループを俯瞰しながら自分たちのグループ
全体を表すような奇抜なタイトルを考えなければなら
ない。写真 8 は，自分たちの好きな食べものが書かれ
た付箋紙をグルーピングしたものである。「コー
ヒー，白米，ラーメン，ねぎ，しゃぶしゃぶ，ポン
酢，トマト」のグループにタイトルをつける際，普通
であれば「好きな食べもの」とするところを「ミニ
ラーメンとコーヒーがセットになったしゃぶしゃぶ定
食」と名付けたところに，メンバーが様々な意見を交
わしながら新しいアイデア（知）を生み出しているこ
とがかわる。写真 9 の「小悪魔系女子」というグルー
プ全体のタイトルも，ひとつひとつの付箋紙やそのグ
ループには至って平均的なことしか書かれていないの
だが，メンバー間のコミュニケーションと創意工夫に
よってユニークなアイデアが導き出されていることが
わかる。
そして最後に，再び「物事を表現する」ためのブレ
インストーミングとして，⑦のプロセスでは各グルー
プが「思考のプロセスを説明する」ことを学んでい
く。自分たちのグループがどのようなプロセスで結成
され，どんなことを話し合いながら付箋紙をグルーピ
ングし，最終的にはどんな新しい名前をつけたのか，
メンバーと相談しながら一連の「思考プロセス」を発
表しなければならない。順序立ててうまく説明できる
グループもあれば，そうでないグループもある。得手
不得手に拘わらず，こうした作業を重ねることで一連
の作業や発表も徐々に洗練されてくる。
こうした一連のブレインストーミングを行っていく
と，メンバーの間には同じ趣味や興味，性格的な特徴
などを共有する仲間意識が芽生えてくる。こうした効
果は，後々のブレインストーミングを行う上での姿勢
や成果を左右しかねないことがある。さらには，ゼミ
や演習などのクラスを円滑に運営していく上での大き
な原動力にもなり，調査・研究の成果を左右すること
もある。
＜応用方法＞
この手法は基本的に，新学期の最初の演習やゼミな
ど，ほとんど初対面の学生同士が集まるような場面で
利用することを想定している。ある程度慣れた学生で
も 1 時間程度はかかる作業なので，メンバー全員が初
めて取り組むような場合には，授業 1 コマ（90 分）
を使ぐらいの余裕をもっておいた方がいいだろう。も
し，この作業に十分な時間がとれないような場合や，
作業が捗らずに授業の時間が終わりそうなときには，
①から④までの作業で終わり，出来上がった各グルー
プで相談して奇抜なグループ名をつけてもらい，それ
を発表して終わるという方法でも差し支えない。ま
た，初対面のメンバーをグループ分けして何らかの作
業をしたいのだが，機械的に分けるよりもできるだけ
打ち解けた状況でグループを構成したいような場合に
も，同じように①から④までの作業の後は奇抜なグ
ループ名をつけて発表してもらってから，別の作業に
移ることができる。
このブレインストーミングは，学校教育だけでな
く，職場や地域社会で取り組まれる様々なプロジェク
トなどでも活用できるだろう。特に，新人研修のよう
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な初対面のスタッフが集まるような環境では，仲間意
識や一体感を醸成するのにある程度の効果が期待でき
る。また，日頃から親しい職場関係であっても，こう
したブレインストーミングを行うと，仲間の意外な側
面を垣間見たり，思わぬところで仲間意識が芽生えた
りすることもあるだろう。地域活性化プロジェクトの
ような場合でも，利害関係の異なるメンバー間の心理
的な距離を縮める効果がある程度期待できる。ただ
し，このブレインストーミングは必ずしも常に親近感
や一体感を生み出す訳ではないので，普遍的で即時的
な効果を過度に期待しないでもらいたいが，少なくと
も，自由に意見を出し合ったり創造的なアイデアを生
み出したりする関係性を築くためには有効な手法とい
える。
（2）IE 法 -02
参加者の人数が 20 人程度かそれ以下で，かつ十分
に時間があるような場合には，上記「IE 法 -01」にメ
ンバーひとりひとりの自己紹介の時間を組み込む方法
もある。
＜手順＞（所要時間 80-90 分）
①　上記「（1）IE 法 -01」での作業①②を行う
②　メンバーひとりひとりが，付箋紙に書かれた 9
個の自分の特徴をひとつずつ説明しながら自己紹
介をしていく
③　自己紹介の後は，上記「（1）IE 法 -01」での③
～⑧の作業プロセスを同じように行う
＜目的＞
この手法の目的は上記（1）と同じであるが，メン
バーひとりひとりの個性や特徴を紹介しながら時間を
かけて進めていく分だけ，（1）の手法よりもメンバー
間の親近感や仲間意識が高まることが多い。少人数教
育のクラスの最初の授業で行う場合などには，学生同
士が仲良くなるためにも，またクラスを運営していく
上でも，時間をかけてアイスブレイクをした方がよい
ことがあるので，そうした際には非常に有効な手法に
なる。
＜応用方法＞
この方法は，時間をかけてメンバーの親近感を高
め，コミュニケーションを図ることに重点が置かれて
いるので，所要時間は授業 1 コマ（90 分）を想定し
ておいた方がよい。アイスブレイクの時間が 20-30 分
ほどしかとれない場合や，グループ分けによる作業を
しない場合には，上記の作業①②だけを行う，つまり
自分の特徴を書いた付箋紙を用いた自己紹介だけを行
う方法もある。しかし，この方法は既存の自己紹介と
さほど変わりはないので，ブレインストーミングとし
ての効果はほとんど期待できない。付箋紙を使った自
己紹介は手軽で短時間でできるが，仲間探しをしなが
らグループをつくり，コミュニケーションをとりなが
らお互いの個性や特徴を理解し，それらを整理しなが
らグルーピング化するという一般化・抽象化の思考プ
ロセスを経験するところにこそ，集団的発想法として
のブレインストーミングの意義がある。したがって，
各メンバーの特徴を模造紙に貼り付けてグルーピング
化する作業まではできなかったとしても，仲間探しに
よるグループづくりと，そのメンバーで相談して新し
いグループ名をつくる作業だけは最低限行うことが望
ましい。実践的な応用場面については（1）で示した
新人研修などと同じである。
3-2．	“Yes,	and	…”：コミュニケーションから知を生
み出すブレインストーミング
以下では，アイスブレイキングの後などに 2 人 1 組
で取り組むことのできる簡単なブレインストーミング
として，“Yes ,	 but…（いいね，でも…）”と“Yes ,	
and…（いいね，じゃ…）”という「発展的な思考方
法（Build	on	thinking）」について紹介していく。
（1）“Yes, but…” thinking：否定的会話によるブレイ
ンストーミング
＜手順＞（所要時間 10-15 分）
①　参加メンバーは 2 人 1 組に分かれて，向かい
合って座る
②　片方は「テイアン人」，もう片方は「ヒテイ人」
になる
③　はじめに，テイアン人から「今度○○○しよう
よ」と提案する。このときの「○○○」は「遊び
に行こうよ」でも「パーティーしようよう」でも
「食事」でも「旅行」でも，何らかの誘い文句で
139創造的な思考と関係性を生み出すブレインストーミングの手法
あればどのようなことばでも構わない
④　すると，ヒテイ人は「いいね。でも…」と必ず
否定しながらその理由を言う。例えば，「バイト
で忙しいから」とか「用事があるから」などの理
由で断る
⑤　テイアン人は，ヒテイ人の反対理由を賛成に変
えるような提案をさらにする。例えば「それなら
バイトが休みの日に遊ぼう」「用事がない時に遊
ぼう」などと提案する
⑥　ヒテイ人はそれでも反対して理由を述べる。例
えば「バイトがとても忙しい」「他にも用事があ
る」など
⑦　それにめげることなく，テイアン人は反対理由
を覆すような提案をする
⑧　それでもヒテイ人は提案を否定し，理由を述べ
る
⑨　この繰り返しを 30 秒間行う（写真 11）
⑩　次に，「テイアン人」と「ヒテイ人」が交代
（入れ替え）するか，席替えをするなどして相手
を変えて，②～⑧の作業を 30 秒間行う
（2）“Yes, and…” thinking：発展的会話によるブレイ
ンストーミング
＜手順＞（所要時間 10-15 分）
①　2 人 1 組に分かれて，向かい合って座る
②　片方は「テイアン人」，もう片方は「コウテイ
人」になる
③　テイアン人が「○○○をしようよ」と提案す
る。このときの「○○○」は「遊びに行こうよ」
でも「パーティーしようよう」でも「食事」でも
「旅行」でも，何らかの誘い文句であればどのよ
うなことばでも構わない
④　コウテイ人は，「いいね。それなら○○○もし
ようよ」とアイデアを追加する
⑤　テイアン人は，コウテイ人のアイデアに「いい
ね。それなら○○○もしようよ」と新たにアイデ
アを追加して，パーティーのプランを広げていく
⑥　コウテイ人は，テイアン人の意見に「いいね。
それなら○○○もしようよ」とさらにアイデアを
追加していく
⑦　この繰り返しを 30 秒行い，最終的にアイデア
がどこまで広がったか発表してもらう
⑧　次に，「テイアン人」と「ヒテイ人」が交代
（入れ替え）するか，席替えをするなどして相手
を変えて，②～⑧の作業を 30 秒間行う
⑨　当初の提案がどんなアイデアにまで広がったか
発表してもらう
⑩　最後に，“Yes,	but…”と“Yes,	and…”	thinking
の両方を行ってみた感想を各メンバーに述べても
らう
＜目的＞
“Yes,	but…”と“Yes,	and…”	 thinking を行う目的
写真11：否定的会話によるブレインストーミングの状況
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は，コミュニケーションをとおしてアイデアを創出す
るブレインストーミングの手法を習得するとともに，
コミュニケーションのあり方によって我々の思考（発
想や創造）は大きく左右されるのだということを学ぶ
ことにある。したがって，“Yes , 	 but…”と“Yes ,	
and…”	 thinking は必ずセットで行い，かつ“Yes ,	
but…”を先に行わなければならない。
“Yes,	but…”のブレインストーミングを行っている
と，テイアン人は段々と自分自身を否定されているよ
う気持ちになり，ヒテイ人は相手に対する申し訳なさ
や罪悪感を感じるようになる。そして，あれこれ提案
しようにも，断る理由を述べるにしても，いかに発想
が広がらないかを双方が実感する。つまり，お互いの
考えを否定しあうような状況では，創造的な思考がな
かなか展開されにくいことを実感することができる。
その後で，“Yes,	and…”を行うと，“Yes,	but…”よ
りも格段に会話は弾み，思考が広がっていくことが身
をもって理解できる。筆者らが取り組んだケースで
は，「旅行に行こうよ」という提案が「海外のチャペ
ルで外国人の男性と和装で挙式をしよう」になった
り，「合コンに行こうよ」が最後には「火星で田植え
をしよう」にまで広がったりした。メンバーがお互い
の意見を尊重し，さらにそれをより望ましい方向へ展
開させていこうとする肯定的・積極的なコミュニケー
ション関係にあると，ブレインストーミングは飛躍的
に効果を上げる。
＜応用方法＞
このブレインストーミングは，学校教育だけなく，
職場や地域社会におけるプロジェクトなどにおいて
も，「他者とのコミュニケーションのあり方」を学ぶ
重要なトレーニングといえる。どれだけ会議に時間を
かけ，言葉を尽くそうとも，他人の意見を否定的に捉
えてばかりいるような状況では思考は硬直化し，解決
策につながる新しいアイデアを生み出す可能性は著し
く低下していく。逆に，発展的なコミュニケーション
（build	on	 thinking）を行うと，メンバーの思考はど
んどん広がり，多様なアイデアが創出されていく。
様々な利害関係のなかで解決策となるアイデアを創出
しなければならないような状況では，「メンバー間の
コミュニケーションのあり方によって思考は大きく変
わる」のだということを理解するためにも，発展的思
考にもとづくブレインストーミングは意義のあるト
レーニングといえる。
3-3．連想法によるブレインストーミング
ここでは，「○○○といえば，△△△…」という連
想法を用いたブレインストーミングを紹介していく。
例えば，「高校野球といえば甲子園，甲子園といえば
阪神タイガース，阪神タイガースといえば縦縞，縦縞
といえばシマウマ，シマウマといえばアフリカ…」と
いうように，ひとつのことばから連想されることばを
次々と出していきながら発想を広げていく手法であ
る。この場合，高校野球からアフリカまで発想が広
がったことになる。その思考のプロセスと結果を楽し
みながらブレインストーミングを習得していくのがこ
こでの目的となる。
（1）連想法によるブレインストーミング
＜手順＞（所要時間 20-30 分）
①　4～5 人 1 組に分かれたら，グループごとに
テーブルに座り，ひとり 1 本ずつマジックを持
つ。このとき，お互いが既にある程度親しい関係
にあるのであれば，無作為にグループ分けをして
もあまり差し支えはないだろう。ブレインストー
ミングにある程度長い時間がかけられるような場
合であれば，「3-1．アイスブレイキング」ででき
たグループである方が望ましい。初対面であって
も既知のメンバーであっても，アイスブレイキン
グによって緊張が解け，相互理解がある程度でき
ている方が気兼ねなく自由に発想ができるだろう
②　テーブルの中央に模造紙を置いたら，紙の中央
に最初にスタートするアイデア（物事）をマジッ
クで記入し，丸く囲む。最初のアイデアは，「大
学生といえば…」「スポーツといえば…」「甘いも
のといえば…」といった抽象的・一般的なことば
が望ましい。このとき，教師がいくつかのアイデ
アを提案して学生がそれを選んでもよいし，学生
が自分たちで考えて記入してもよい
③　各メンバーはひとりずつ順に最初のアイデアか
ら連想されるアイデア（物事）を考える。そし
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て，最初のアイデアから線を引いてそれを放射線
状に書き込んでいく（模造紙に書いて付箋紙を貼
り付ける方法でも可）。例えば「大学生といえば
…」から連想されるアイデアとして「アルバイ
ト」「サークル」「合コン」などが 1 巡目に出てく
るだろう。ここで各メンバーが出すアイデアは，
どんな考えでも否定したり排除したりしてはいけ
ない。この方法はブレインライティングというこ
とができ，アイデアを口頭で発言する必要がない
ことから，自分の考えを口にすることが苦手な日
本人にも参加しやすい利点がある。1 巡目が終わ
ると模造紙には最初のアイデアを中心に 4-5 個の
アイデアが放射線状に書き込まれていることにな
る（以降，図 1 参照）
④　2 巡目は，1 巡目に書いたアイデアからさらに
連想されるアイデアを各自が順に書いていく。こ
のとき，最初にスタートしたアイデアには囚われ
ず，あくまでも 1 巡目に書いた 4-5 個のアイデア
のひとつひとつに対して連想されるアイデアを各
自がひとつずつ記入していく。この時，似たよう
なアイデアは同じ場所に固めて書き込む。先の
「大学生といえば…」の例でいうと，「アルバイ
ト」や「サークル」から連想されるのは一般的に
「時給」「居酒屋」「友達」「スポーツ」といったア
イデアで，「大学生」から直接連想されるもので
はない。2 巡目が終わると，計算上は 16-20 個の
アイデアが放射線状に書き込まれていることにな
るが，うまく次のアイデアが連想されなかった
り，前のアイデアが連想しづらいものであったり
するので実際は 10 個前後になる
⑤　3 巡目は，2 巡目に書かれたアイデアのひとつ
ひとつに対して，そこから連想される物事を各自
がひとつずつ記入していく。先の例でいえば，
「時給」からは「パートタイム」や「給料日」，
図1：連想法によるアイデアの抽出
